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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

小麦では、カリ肥料による放射性セシウム吸収抑制効果が今まで確認されておらず、効果が判然としなかっ

た。そのため、カリ肥料の施用量を前年より増やし、放射性セシウム吸収抑制試験を行った。

放射性セシウム濃度が異なる小麦栽培ほ場（センター内普通畑、水田転換畑、現地水田転換畑）におい(1)

て、カリ肥料の成分量をａあたり１kg、１0kg、およびカリ肥料＋堆肥をあわせて１２．５ｋｇの区を設定し、小麦

子実の放射性セシウム濃度を検討した。

センター内普通畑では栽培後土壌の放射性セシウム濃度は1,700～1,800Bq/kg、子実の放射性セシウム濃(2)

度は0.9～1.9Bq/kg、センター内水田では栽培後土壌の放射性セシウム濃度は1,800～2,000Bq/kg、子実の

放射性セシウム濃度は2.0～11.6Bq/kg、現地水田では土壌の放射性セシウム濃度は3,600～5,200Bq/kg、

子実が1.1～30.1Bq/kgであった。

土壌の交換性カリ含量が高い区ほど子実の放射性セシウム濃度が低下した(図1)。(3)

小麦の生育や品質(等級）は処理間で差が見られなかった。(4)

以上のことから、カリ肥料等を施用することにより土壌の交換性カリ含量を高めると、小麦子実の放射性セ

シウムの吸収が抑制されることがわかった。

２ 期待される効果

(1) 小麦の放射性セシウムの吸収抑制対策としての活用が期待できる。

３ 活用上の留意点

(1) 今回の試験は経根吸収による放射性セシウムの吸収抑制対策である。



Ⅱ 具体的データ等

図1 栽培後土壌の交換性カリ含量と小麦子実の放射性セシウム濃度

＊小麦子実の水分は、出荷規格である12.5%に補正した。
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